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同上

下水道使用料の徴収

公共下水道の供用を開始したときは、下水を排除すべき区域を公示した区域内の使用者から、1月につき大阪
市下水道条例別表第1に定める金額に100分の110を乗じて得た額を使用料として徴収する。

大阪市下水道条例　第11条、第11条の２、第12条、第12条の３、第27条、第28条
大阪市下水道条例施行規則　第11条、第12条、第13条
※水質使用料の認定に関するものを除く

大阪市下水道条例
大阪市下水道条例施行規則
別紙のとおり
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【建設－条不－13】処分基準中の別紙

大阪市下水道条例
(使用料)
第11条　公共下水道の供用を開始したときは、下水を排除すべき区域を公示した区域内の使用者から、1月につき別表第1に定める金額に
100分の110を乗じて得た額を使用料として徴収する。
2　次に掲げる基準のいずれかを超える水質の汚水を排除する場合は、1月につき別表第2汚水1リツトル中の生物化学的酸素要求量若しく
は化学的酸素要求量又は浮遊物質量の欄に掲げる水質区分に応じ同表の生物化学的酸素要求量又は化学的酸素要求量に応じた汚水1立方
メートル当たりの使用料の欄に定める金額及び浮遊物質量に応じた汚水1立方メートル当たりの使用料の欄に定める金額の合計額に当該
汚水の水量を乗じて得た額に100分の110を乗じて得た額を前項の使用料に加算して徴収する。ただし、汚水の排出量が1月につき1,250立
方メートルに満たない場合は、この限りでない。
(1)　生物化学的酸素要求量　1リツトルにつき5日間に200ミリグラム
(2)　化学的酸素要求量　1リツトルにつき200ミリグラム
(3)　浮遊物質量　1リツトルにつき200ミリグラム
3　使用料算定の基準となる月の中途で公共下水道の使用を開始し、中止し、又は廃止したときの使用料の算定は、次のとおりとする。
(1)　使用日数15日以内のものの基本額は、別表第1基本額の欄に定める水量区分の水量及び基本額をそれぞれ2分の1として、超過額は、
同表超過額1立方メートルにつきの欄に定める水量区分の水量を2分の1として、それぞれ算定する。
(2)　使用日数が15日を超えるときは、1月とみなす。
4　前3項の規定により算定した使用料に1円未満の端数金額があるときの端数計算については、市規則で定める。

(使用開始等の届出がない場合の使用料)
第11条の2　公共下水道の使用の中止又は廃止の届出のないときは、1月の使用料の基本額を徴収する。
2　井河水その他上水以外の水を使用する場合においてその使用開始又は中止若しくは廃止の届出がないときの使用料は、市長が認定す
る。

(汚水排出量及び水質の認定)
第12条　汚水の排出量は、上水の使用量その他の事実により市長が認定する。
2　汚水の水質の認定は、市長の定める方法による。

(使用料の計算)
第12条の3　上水又は工業用水を使用する場合の使用料の計算は、上水道使用料金又は工業用水道使用料金の月計算の例による。
2　水道メーター点検定例日を変更したため、1月の使用日数が15日以内となるときの基本額は、別表第1基本額の欄に定める水量区分の
水量及び基本額をそれぞれ2分の1として、超過額は、同表超過額1立方メートルにつきの欄に定める水量区分の水量を2分の1として、そ
れぞれ算定する。
3　水道メーター点検定例日を変更したときの第11条第2項の規定による使用料については、その月の上水又は工業用水の使用水量を日割
計算して、1月に換算した水量に井河水その他の使用水量を加算した水量が1,250立方メートル以上の場合にのみ徴収する。

(使用料等の徴収方法)
第27条　使用料、占用料及び手数料の徴収方法は、市長が定める。

(使用料等の減免)
第28条　市長は、公益上その他特別の理由があると認めるときは、使用料、占用料及び手数料を減免することができる。

大阪市下水道条例施行規則
(端数計算)
第11条　条例第11条第1項から第3項までの規定により算定した使用料に1円未満の端数が生じたときは、当該端数を切り捨てる。

(汚水排出量の認定)
第12条　条例第12条第1項の規定による汚水排出量の認定は、次の各号による。
(1)　上水又は工業用水を使用するときは、その使用水量を汚水排出量とみなす。ただし、水の使用状況等によりこれにより難い特別の
理由があると認めるときは、使用者の申請により、市長がこれを認定する。
(2)　上水道共用栓給水装置により上水を使用する場合の汚水排出量は、各戸均等とみなす。ただし、市長が必要と認めるときは、各戸
の汚水排出量を認定することができる。
(3)　井河水その他上水及び工業用水以外の水を使用する場合の汚水排出量は、その用途、使用の状況その他の事実を考慮して認定す
る。
(4)　上水、工業用水、井河水その他の水を併せて使用する場合の汚水排出量は、前各号により認定された汚水排出量を合算したものと
する。
2　汚水排出量は1月ごとに計算する。ただし、市長が必要と認めるときは、2月以上一括して計算することがある。この場合の汚水排出
量は各月均等とみなす。

(外国公館等の使用料の減額)
第13条　租税特別措置法(昭和32年法律第26号)第86条第1項に規定する外国の大使館等又は大使等から租税特別措置法施行令(昭和32年政
令第43号)第45条の4第1項に規定する財務省令で定める証明書の提示又は提出及び同項に規定する財務省令で定める事項を記載した書類
の提出があつたときは、使用料を減額する。
2　前項の規定により減額する額は、使用料1月分に110分の10を乗じて得た額とする。
3　前項の減額する額に1円未満の端数が生じたときは、当該端数を切り捨てる。


